




 
 近江八幡市は滋賀県中央部の平野に位置し、
面積 177km²人口約 8万人、16世紀の安土桃
山時代に織田信長、豊臣秀次が築いた城下町を
基礎として栄えた商業のまちである。いわゆる
近江商人の発祥の地であり、その町並みが主要
な観光資源となっている。市域の北東部に広が
る西の湖は、ヨシ原特有の湿地生態系を示し、
国の重要文化的景観に選定されたことでも知
られている。 
 一方サンリス市は、パリから北に約 50km 
離れた平野に位置し、面積 24km²人口約 1万 6千人、12世紀から 13世紀に商業で栄えたま
ちで、現在ではその中世の街並みや歴史的建造物が観光地となっている。南にエルムノンヴィ
ル（Ermenonville）の森、北にアラット（Alta）の森が広がる自然豊かな土地で、森の面積は
総面積のおよそ半分を占める。 
 このような両市の歴史的・文化的背景、自然環境、さらにバイオミメティクスの推進活動等
の類似点が挙げられ、産業技術や教育普及における日仏連携の可能性が討議された。 
 その後 2014年 6月、ISO/TC266 Biomimetics 国内審議委員会委員とともに、ANJ、近江
八幡商工会議所、近江兄弟社高校、滋賀県立大学の関係者ら 12 名がサンリス市を訪問した。
まず、CEEBIOS の拠点を視察し、施設活用計画や改装工事の進捗について説明を受けた（図
３）。最新の活動としては、フランス国内におけるバイオミメティクス従事者へのインターネ
ット調査、企業や学生を対象にしたセミナー開催、国際連携の推進等が紹介された。この他、
CEEBIOS との連携でバイオミメティクスを教育に導入している市内のアミュール・ダンビラ
（Amyot D'inille）高校（職業訓練校）を視察した。そして最後に、サンリス市と近江八幡市
の関係機関（近江八幡市、近江八幡商工会議所、株式会社まっせ、滋賀職業能力開発短期大学
校、ANJ）が調印した連携協力に関する協定書が作成された。 
 両市の具体的な連携内容についての議論はこれからである が、
3 度に渡る交流により、教育、観光、産業技術等における地 域
連携の可能性が見出された。世界的にみて、地方自治体にお け
るバイオミメティクスの取組み事例はまだ少ない。両市が国 際
的な連携を通じて、バイオミメティクスによる地域振興を更 に
推進することが期待される。 
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自然模倣技術・システムの可能性～環境･生命文明社会への貢献～ 
（環境省「平成 25年度自然模倣技術・システムによる環境技術開発推進検討業務」より） 
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1. はじめに 
 環境省では、持続可能な社会を実現するための手段として、効率的なエネルギーの利用や資
源の循環を実現している自然に学ぶ「自然模倣技術・システム」に注目している。2015年度
からの次期「環境研究・環境技術開発の推進戦略」へこれを反映させ、実社会への応用を図る
ために、現在、検討を進めているところである。株式会社富士通総研では、昨年度、環境省よ
り「平成 25年度自然模倣技術・システムによる環境技術開発推進検討業務」を受託、有識者
検討会を設置し、既存の自然模倣技術・システムの事例収集やその体系とデータベースの作成、
新規事例の創出に向けた検討のほか、実社会への応用手法の検討を実施してきた。本講演では、
その成果と今後の展望について発表する。 
 
2. なぜ、今、自然模倣技術・システムか 
 2012 年 4月に閣議決定された第四次環境基本計画では、目指すべき持続可能な社会を、「
人の健康や生態系に対するリスクが十分に低減され、『安全』が確保されることを前提に、『
低炭素』・『循環』・『自然共生』の各分野が、各主体の参加の下で統合的に達成され、健全
で恵み豊かな環境が地球規模から身近な地域にわたって保全される社会」としている。 
さらに、2013年 4月に環境省は、今後の環境政策の基本概念として「環境・生命文明社会」

を掲げている。「環境・生命文明社会」は、「低炭素」、「循環」、「自然共生」を包括した
コンセプトであり、その背景には、地球の環境容量の限界、すなわち、従来の大量生産・大量
消費型の社会が限界に達しているという問題意識がある。環境制約の中で、いかに持続可能な
社会づくりのシナリオを描くのか、我々は今、人類の歴史の中で新たな生き方を選択すべき岐
路に立っているとの認識の下、自然模倣技術・システムに一つの解を見出そうとしている。 
「環境・生命文明社会」は、もちろん自然模倣技術・システムだけで実現できるものではな

い。しかし、従来の工学のみのアプローチでは越えられなかった壁を打ち破る方策として、自
然模倣技術・システムに大きな期待が寄せられている。 
 
3. 自然模倣技術・システムの応用範囲の広がり 
 自然模倣技術・システムの事例としては、ロータス効果を利用した撥水性材料やゲッコーテ
ープ等が挙げられるが、その多くは構造を模倣したものである。しかし、その応用範囲は、そ
れに留まるものではない。自己組織化等を活用した生物の構造形成のプロセスに学ぶことで、
省エネ・省資源なものづくりを創出できる可能性を秘めている。さらに、自然模倣技術・シス
テムの応用先は、材料のみではない。例えば、生物の行動に着想を得た協調型ロボットや生物
学の知見を応用した ICTインフラ、生態系にヒントを得た都市デザイン等、生物個体や生物の
社会をシステムとして捉え、その社会応用を目指す研究が行われている。まずは、研究が進ん
でいる構造の模倣をベースに、学ぶ対象を生命現象やその背景にある原理へと広げていけば、
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そのインパクトは計り知れない。 
 
4. 実社会へ応用していくために 
 本事業では、実社会への応用を推進するための施策を検討するにあたり、有識者や企業の研
究者へのヒアリング調査を実施している。企業の研究者からは実用化に向けた問題として、従
来製品にとって代わるほどの機能性の向上や新たな市場の創出に成功した事例が少ないことや、
生物の機能を応用したくてもその発現メカニズムの多くが解明されていないこと等が指摘され
ている。また、そのような問題を解決し、自然模倣技術・システムを社会に浸透させていくた
めの方策として、生物学と工学等の異分野との共創を促すテーマ設定、地域での実証をモデル
とした展開、産学だけでない利用者参加型の研究開発、それらを支える仕組みとしてのデータ
解析基盤や人的ネットワークの構築、バイオミメティクスの次世代イメージの形成（例えば、
3D関連技術との融合）、日本人の自然観の取り込み等が挙げられている。 
 
5. まとめ～活用の方向性と施策～ 
 調査検討結果を踏まえて、本事業では、自然模倣技術・システムの活用の方向性として以下
の 5つを提示している。 
 
①構造からプロセス、システムの模倣へ 
②生物の多様性と人間の叡智を組み合わせる 
③技術に自然観を取り込む 
④ライフスタイルを転換する 
⑤国際的な知的プラットフォームを構築する 

 
また、取り組むべき施策について、短中期的な取り組みとして、①プラットフォームとして

のデータ解析基盤の整備、②地域での実証事業による成功事例の創出、③自然模倣技術・シス
テムの研究の推進と体制構築を、長期的な取り組みとして、①需要サイド（利用者）への普及・
啓発、②供給サイド（大学、企業）への普及・啓発、③自然模倣技術・システムの対象範囲・
対象領域の拡大を提言している。 
 

6. 今後に向けて 
工学の論理とは異なる生命の論理、言わば「生命の知」は、産業と社会に広くパラダイムシ

フトをもたらすものとなるだろう。「環境・生命文明社会」と自然模倣技術・システムを世界
に発信していくために、今後は、前述した施策を実行に移し、自然模倣技術・システムがいか
に「環境・生命文明社会」の実現に寄与できるのか、具体的なモデルをもって示していく必要
がある。微力ではあるが、引き続き、その推進に貢献していきたい。本事業をきっかけに 1人
でも多くの企業の研究者の方々が、研究開発テーマの一つの選択肢として、自然模倣技術・シ
ステムを取り入れていただければ幸いである。 
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